


3.1.2　case2( 吹 出 風 向 60[°]):case2-1 で は エ ア コ

ン吹出部分で 3.6 ～ 3.9[m/s] 程度の風速が算出され

る。case2-2 では風速の速いエアコンの吹出気流部分

以外の範囲で 0.2 ～ 0.5[m/s] 程度の風速が算出され

る。右上の隅角部で渦が形成される。エアコン吹出気

流下部では右側壁面に衝突した気流が床面に沿って流

れ、エアコン吹出気流との間に循環流が形成される。

3.2 合成した平均風速分布：図３に解析時のフレーム

間隔を変化させた場合の平均風速分布 (case1)※６を、

図４に平均風速ベクトル分布の合成結果を示す。各測

定点で解析時のフレーム間隔で算出された風速を比較

し、最適な風速ベクトル※７を選択して合成する。解析

時のフレーム間隔が８[msec] の場合、風速が 0.36[m/s]
以下の測定点は解析可能風速外なので解析時のフレー

ム間隔が 48[msec] の場合の風速で算出する。

4　まとめ

①解析時のフレーム間隔８[msec] では 2.0 ～ 3.9
　[m/s] 程度の吹出気流部分の速い風速、48[msec]
　では 0.2 ～ 0.5[m/s] 程度の遅い風速が解析される。

②エアコン吹出気流では風速が速いため一定方向の気

　流となる。吹出気流以外の部分では比較的風速が遅く、

　循環流が形成される範囲がある。
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図２　平均風速ベクトル分布

(1)case1( 吹出風向 28[°]、t=8.8 ～ 16.8[sec])

(2)case2( 吹出風向 60[°]、t=6.4 ～ 14.4[sec])

図３　解析時のフレーム間隔を変化

させたときの平均風速分布 (case1)※６

図４　平均風速ベクトル分布の合成結果

(a)case1-1( 解析時のフレーム間隔 8[msec]) (b)case1-2( 解析時のフレーム間隔 48[msec])

(a)case2-1( 解析時のフレーム間隔 8[msec]) (b)case2-2( 解析時のフレーム間隔 48[msec])

(1)case1-1( 解析時のフレーム間隔８[msec]) と

case1-2( 解析時のフレーム間隔 48[msec])

(2)case2-1( 解析時のフレーム間隔８[msec]) と

case2-2( 解析時のフレーム間隔 48[msec])

(2) 位置② (x=700[mm])
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(1) 位置① (z=1,300[mm])
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注釈

※１  撮影画像の画素の間隔と実際の距離との換算係数であるキャリブレーション値は、撮影断

　　　面に校正用のプレートを設置し、実際の距離が画像上で認識できる画像を撮影し求める。

※２  輝度分布を比較する範囲。

※３　検査領域の輝度分布と類似性の高い領域を探査する範囲。±14[pixel] の場合、検査領域の

　　　上下左右に 14[pixel] 加算した領域を探査領域とする。

※４　解析可能風速は解析時の撮影フレーム間隔８[msec]、探査領域±２[pixel] とした場合、　

　　  最小値で 2.95[mm/pixel]( キャリブレーション値 )÷８[msec] ×１[pixel]=0.36[m/s]、　
　　  最大値で 2.95[mm/pixel]( キャリブレーション値 )÷８[msec] ×２[pixel]=0.72[m/s]　
　　　となる。

※５　風速の遅い気流場ではフレームをスキップさせ、解析時のフレーム間隔を長くすること

　　　で粒子群の移動の把握が正確となり、１時刻目の画像パターンと相関の高い画像が２時

　　　刻目の画像パターンから得られるためと考えられる。

※６　case1 の平均風速分布を比較する位置は位置①で z=1,300[mm]、位置②では x=700[mm]

　　　とする。

※７　解析可能風速の範囲内で算出された風速ベクトルを最適な風速ベクトルとする。同一時

　　　刻内に複数存在する場合は最小の移動量で算出されたものを最適な風速ベクトルとする。
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